


















令和 4 年度入試 後期 

国 語 

【全体の講評】 
大問一と大問二は、比較的よくできていましたが、大問三の正答率がとても低いです。日頃から思

考力を鍛えるような文章に触れて、少し抽象的な要素のある文章にも慣れておきましょう。 

 
【各問題について】※正答率はそれぞれ上から順に医進選抜・SG・ミライの合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容： 小問題 

一 

78% ことわざや慣用句を中心に出題しました。医進選抜・SG とミライの点数差が

非常に大きいと感じました。ことわざや慣用句の基本的な知識がある生徒にと

っては、そこまで難易度は高くない問題でした。普段から読書などを通して語

彙力を身につける意識を持ちましょう。 
82% 

55% 
 

問題 正答率 出題内容：文学的文章（小説）  

二 

81% 全体的によく出来ていました。問五の八十字の記述問題に関しても、しっかり

書けている答案が多くみられました。さらに高得点を目指すならば、問いの文

章の内容にしっかり沿った答案を作るよう意識してください。具体的には「両

者の言動」と書いてあるのに片方のみに触れて終わる解答や、本文の言葉をそ

のまま使いすぎて八十字に収めきれていない解答が目立ちました。 

84% 

71% 

 
問題 正答率 出題内容： 説明的文章（評論） 

三 

56% 大問二に比べて、非常に正答率が低い結果となりました。時間配分がうまく出

来なかったのだと思われます。本文中に初めて見るような難しい言葉が出てき

て、読解に時間がかかった受験生もいたかもしれませんが、選択問題の難易度

そのものは高くないため、いかに注釈を参考にしながら落ち着いて文章を読め

るかどうかが大切です。 

56% 

35% 

 
 











令和 5 年度入試 後期  

算 数 

【全体の講評】 
比較的取り組みやすい問題が多かったですが、正答率に差が出る問題も多数ありました。問題文の

読み取りと理解はどの入試方式でも重視しています。普段から読書をしましょう。 
 

【各問題について】※正答率はそれぞれ上から順に医進選抜・SG・ミライの合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容：計算問題（時間の計算を含む） （易） 

1 
98% 平易な四則混合の問題と時間の計算でしたが、非常によくできていました。 

96% 
86% 

 
問題 正答率 出題内容：速さ （やや難） 

2 
55% 2 人が 2 地点間を行き来する問題でした。このような問題は 2022 年度の共通テ

ストにも出題されていましたが、2 人の動きを図示することで解きやすくなり

ます。正答率も差がついてしまいました。 
43% 
14% 

 
問題 正答率 出題内容：文章題（ニュートン算・場合の数・割合・過不足算） （標準） 

3 
57% 会話形式で問題を読み取って解いていく問題でした。遊園地の行列に関するニ

ュートン算の問題は標準的ですが、難しかったようです。 57% 
32% 

 
問題 正答率 出題内容：長方形の回転と通過部分 （やや易） 

4 
77% 長方形を回転させていき、頂点が動いた道のりや通過した部分の面積を求める

問題でした。類題も多く、普段の取り組みで差が出た問題でした。 43% 
39% 

 
問題 正答率 出題内容：素数の判定法（エラトステネスのふるい） （やや易） 

5 
64% 素数の判定法に関しての会話文を読み、答える問題でした。理由を説明させた

り、実際に素数の個数を求めたりする問題でしたが、この問題も文章を理解で

きたかで差が出る問題でした。 
55% 
18% 

 
 




